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大阪大学言語文化学 Vol.3 1994 

アレクサンドル・メーニの思想

エキュメニズムとその周辺＊

山下丈夫＊＊

PaHHHM YTPOM 9 ceHTH6pH 1990 ro,n_a He,n_aJieKO OT co6CTBe正

Horo ,n_oMa no仄 MocKBO材 oTen;AJieKca取 p Me皿 6四 y6MTHe-

H3BeCTH囚M npecTyIIHMKOM. TaK 3aBepIIIMJICH紐 3HeHHI滋 IIYTb

qeJIOBeKa, ITO MaCrrITa6y H 3Ha<i:HMOCTM 匹 3HeHHoro,n_eJia co-

IIOCTaBMMoro C BeJIHKHM pyccKMM ryMaHHCTOM AH叩 eeMCaxa-

pOBhlM. 

C Te<i:eHMeM BpeMeHH IIOCTerreHHO CTaHOBHJIOCI, HC皿 IM,匹 0

B ocHoBe aToro 3ara,n_o暉 oroy6雌 CTBa6瓦 JIHoco6eHHOCTI, cy-

lll,eCTBOBaH.I餌 o.AJI邸 ca賦 paB PyccKo況IlpaBocJiaBHo材llep碑 M

(PIIII) H oco6eHHocTb ero MHpOB033peH皿. Bo-rrep邸 rx, oH, 

BhlXO,n_en; M3 KaTaKOM細 o況llep斑 m,HaXO,[(_MJICH B CKphlTOM KOH-

如皿Tec BepxaMH PIIII. Bo-BTophlx, OH 6瓦 JIKpelIJ,eH瓦M eBpeeM 
ッ 、、

H, KaK TaKOBOM, BbI3hlBaJI HeHaBHCTI, y aHTHCeMHTOB H rraTpH-

oToB". B-TpeT碑 x,OH 6hlJI CTOpOHHMKOM aKyMe皿 3Ma. TaKMM 

o6pa30M B PocCHH, r,n_e TeCHO CB四 a皿 IIIOJIHTHKa, HaD;MOHaJII,-

皿 IMBOIIpoc M peJIMrHH, 8TO y6n材CTBO<i:peBaTO He TOJibKO pe-

JIMrH03皿 IMH,HO H IIOJIMT四 ec皿 MH,con;HaJihHbIMM M H邸 OJIOrM-

<i:ec匹 IMHnpo6JieMaMH. 

3a仄a可e材,n_aHHOMcTaTbH只BJI只eTcHpa3MhlIIIJieHMe 06 oco6e正

HOCT且XMHpOB033peH.I碩 o. AJieKcaH刃 aMeHH, rro邸 ep碑 BaIOIIJ,e-

ro aKyMeHH3M, M npe,n_cTaBJieHHe o邸 0況 H3CTpaHHD; ;IJ:YXOBHO材

, p 
平 M3HMCOBpeMeHHOM OCCMH, OJIMD;eTBopeHHOM B ero皿 3HHH 

,n_e且TeJibHOCTH.

• MupoB033peH1<c npoTottepe只 A咋 1<caHp;paMe江痴yMe皿 3Mtt ><pyr npo6且CM,CB只3aHHb!X

c HHM (Takeo YAMASHITA) 

＊＊言語文化研究科博士前期課程
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且eJioTa皿 XJIIO廊嘩， crroco6cTBYIOID;eeo6peTem皿 '1eJIOBeKOM

IIO)l;JII1HH瓦X op:o:eHTI1pOB B COBpeMeHHOM MI1pe, B03po平,n;eHI1IO

ero ;rr;yxoBHOCTI1, MO平 eTrrp11Ha,n;Jie平 aTI,He TOJI邸 oPocc:1111 Ho 11 

rrpe,n;cTaBJIHTb Bceo6m; 泣i:U:HTepec. 

1 はじめに

1990年9月9日の早朝、モスクワ郊外の自宅近くでロシア正教会長司祭アレク

サンドル・メーニ(1935-90)が何者かに襲われ、殺害された。生涯の活動の社会的

影響力においてロシアの偉大なヒューマニスト、アンドレイ・サハロフとも対比さ

れる1)メーニの死は、人々に大きなショックと不安を与え、その波紋は国外にも

及んだ。この事件の真相については、いまだ犯人が逮捕されていないこともあっ

て謎の部分が少なくないが、事件後に書かれた数多くの関連記事や論文は、ロシ

ア正教会におけるメーニの存在の特質と重要性を浮き彫りにしている。

その特質をここで簡単にまとめておくと、まず第 1に、メーニはカタコンプ教

会2)の出身者であり、ロシア正教会上層部との間に根深い不和が存在していたこと

3)、第2に、彼がユダヤ人であったために、正教会の内外を問わず反ユダヤ主義

者、国粋主義者の間で嫌悪感を生んだこと、第 3に、彼は、全世界のキリスト教

会の統一を唱えるエキュメニズムの支持者であり、民族的思潮の優勢な正教会内

綿で異分子的な存在であったことである。こうしたメーニの特質を考慮に入れる

と、今回の事件は、政治と民族と宗教が密接に結びつくロシアにおいては、単に

宗教の世界にとどまらず、社会にも大きな問題を投げかけたと言うことができる。

本論では、政治、社会、思想等の分野における諸問題が収敏されたこの事件の

1つのアスペクトとしてメーニの思想的な特質であったエキュメニズムの問題を

とりあげ、 1)エキュメニズム問題の多様性、 2)メーニのエキュメニズムの特質、と

いう二つの視点から考察する。

1TapacoB A.,、、Iloi:i:eMy皿MeHHOOH H IIO可eMyHMeHHO ce距 ac?,"PyccKa.H 
MhlCJib, 1枷eBpaJI.H1991. 
2ロシア国内には国家によって公認された教会のほかに，非合法で極度に秘密結社的な正教
諸派，教会，セクト等が活動している．カタコンプ教会もそうした非公認の教会の 1つで，
1929年，当時の無神論権力との協調路線をとった府主教セルゲイに反対した聖職者，信者
らによって結成された．
3TapacoB A., TaM忍e.
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メーニに対する関心は、現代ロシアの人々の社会的問題への問いかけの意識に

も通じていると考えるならば、私たちにとってもメーニの思想と存在について考

察することの意義は大きいのである。

2 メーニのキリスト教信仰

1935年、モスクワ郊外のユダヤ人家庭に生まれたアレクサンドル・メーニは、

宗教弾圧の厳しい時代にもかかわらず信仰熱心な母の影響で宗教教育を受けて育

ち、彼の後の述懐によると、 12歳の時にはすでに聖職に就く使命を自覚していた

という。それからおよそ 10年後の 58年に輔祭に、その 2年後には司祭に叙聖さ

れた。

聖職者であり、宗教史家でもあり、また世界文化に通じた優れた学者でもあっ

たアレクサンドル・メーニの活動は多様で実り多きものであったが、それらすべ

ての活動は、一つの偉大な志向＿イエス・キリストと教会への奉仕ー一｀で貰か

れていた。メーニの活動の理念は、 20世紀のキリスト教徒にとって手本となるよ

うな生活・思考上のモデルを創造することであり 4)それはまずなによりもロシア

において行われるべきであると考えた。

ロシアにおける精神性の復活という難題を自己に課したメーニは、 60年代にそ

の活動を開始した。この時代、ロシアにおいてキリスト教は、全体主義に対抗す

る一大勢力として恐れられていた。国民は国家によって非キリスト教化を迫られ、

国内における信仰の火はいまにも消え入りそうな状態にあった。そうした時代に、

「種まき人が種をまきに出た」 5)のである。

アレクサンドル・メーニは、自己に課した課題を主にインテリ層の中で実現し

ようとした。なるほど大勢は無神論思想にあったとはいえ、彼はインテリ層に多く

のものを求め得ると思った。創造精神の旺盛なインテリ層はロシアの道徳的、文

化的、社会的刷新の源泉の一つになってくれるであろうと信じたからである6)。

精神性の復活なしには社会・文化の再生は不可能であることにインテリ層の目を

開かさねばならないと考え、メーニは全身全霊をこの仕事に打ち込んだ。モスク

4BeJiaBMH A.; "CBJIIIJ;eHH皿 AJI紐 ca豆 pMe皿",IlaMJITH rrpoTouepeH AJieK-
ca印qJaMeHJI, Moc紐 a, 1991, CTp.30. 
5 「聖書」（新共同訳）マタイ 13:1-23を参照．
6Bac皿 eHKOJI. 11., "KyJihTypa, n;epKOBHoe cJiy淑eHMeM CBJITOCTh", Aeqinox 
C6opHHK naMHTM o. AJieKcaH叩 aMeHJI, Moc碑 a,1991, CTp.167. 
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ワ郊外およびその他の町における、多数の信徒の参加する神学、聖書、カテキズ

ム研究の非合法グループやサークルの結成、組織化は、その実践の具体的な表れ

である。

その後、ペレストロイカの始まりとともにメーニは延べ200のレクチャーをこ

なし、数々の公開討論や会見に参加し、また大量の論文を書いた。また、聖職者

としてのメーニは教会において、キリストとの合一の中に新しい人生の出発を期

待して彼のもとにやってきた人々を、自分の説教を通して神に近づけた。

寛容、率直、脱イデオロギー性、空虚な夢からの覚醒、そして生命と慈愛に満

ちたキリストヘの信仰――—それはキリストの模倣であり、他人への奉仕にその本

質はある 、これがメーニの信念であったり。

彼は次のように述べている。

「キリスト教の解釈では、我々人間には目的がある。それは自分の原型、創造

者に近づくことである。この目的は、神や人々へ愛を向けることによって達成さ

れる」 8)。

「愛＿これは内面的な体験だけではない。これは変化する力であり、宇宙的

意識への道であり、分離状態の終焉である。目的は実践されねばならない」 9)。

個人の自覚の芽生えー―ーヘルソナリズム化をメーニは、進化の最も高い段階の一

つであると考えた10)。それによって人間は群れから分かれ、群衆意識から離れる

11)。彼によれば、キリスト教ペルソナリズムの本質は、神が人間に真の尊厳を与

え、人間は与えられた能力を生活のすべての場面~ 家庭、社会、教

会において発揮する使命をもっというところにある12)。メーニの活動を支えたの

は、こうした人類の創造力と才能の活性化において大きな意味を付与されたキリ

スト教ペルソナリズムの精神であった。彼は群衆心理的なもの、民族的・伝統的

なものからの自由を強調した。

メーニは説教で語りかける。「近い将来に訪れるであろう神の世界は、もしかす

7BeccMepTH嘩 AH3HMHpOBA.,、、IIacT亙pbCeprHenaKpa只",11 6bIJIO YTPO, 
Mornna, 1992, cTp.335. 

8Me皿 A.,"KoHTaKT", 11:cKyccTBO四 o,知7,1989, CTp.43. 
, TaM平e,CTp'.44. 

10TaM平e,CTp.41. 

11 EpeMHH A.,'、Ilo6e平JJ..a計3JIO八o6poM",3HaMH, N!S, 1992, cTp.181-182. 
12BacHJieHKO JI. 11., "TnopHTh B且yxeH 11:CTHHe", PyccKaiI MhlCJih, 24 JI圧
Bapi! 1992. 
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るとすでに今、我々の内部に到来しているのかもしれない」 13)。つまり、隣人へ

の愛、創造者の模倣という人間の目的をそれぞれが意識し、ペルソナリズム化を

通して全人類的な精神性の復活が訪れる時、それぞれ人間は、その時、その場で

神の世界を感じることが可能なのだと。

後に見るように、このペルソナリズは、メーニが理想としたエキュメニズムの

本質の大部分を占めている。

3 エキュメニズム—理解の多様性

アレクサンドル・メーニの思想を彼のエキュメニズムの特質をとおして考察す

ることが本論の課題であるが、その前にエキュメニズムの一般的な意味と理解の

多様性について若干ふれておきたい。

まず、一般に理解されているエキュメニズムについては、次にあげる第 2バチ

カン公会議でのエキュメニズム教令の一節がその本質的な意味をよく説明してい

る。カトリック教会は 1962年、教皇ヨハネス 23世によって招集されたこの公会

議において、その目標の・つとして教会一致を掲げた。

「主キリストによって設立された教会は単ー・唯一のものであるが、数多くの

キリスト教団がイエス・キリストの真の継承者として人々の前に現われ、皆自分

が主の弟子であると公言しながら、あたかもキリスト自身が分裂しているかのよ

うに、考えが異なり、異なった道を歩いている。……われわれの分かれた兄弟の

間にも、聖霊の恩恵に励まされて、すべてのキリスト者の一致を回復しようとの

運動が起こり、日を追って盛んになっている。三位一体の神を奉じ、イエスを主

および救い主と認める人々が、エキュメニカル運動と呼ばれる一致運動に参加し

ている」 14)。

「啓示された真理の探究において、神に関することを認識し、かつ表明するた

めに、東方教会と西方教会では、それぞれ異なった手段が用いられる。このため、

啓示された秘儀のある面が、ときには一方よりも他方によってより適切に理解さ

れ、より明らかに説明されるのは不思議ではない。したがって、このような時に

は、それらの種々の神学的表現形式は、しばしば互いに対立するよりも、むしろ

iaMe皿 A,"Kpe,ll,_o", PyccKa且 MbICJih,13 ceHT且6pH1991. 

14公会議解説叢書7「公会議公文翡全集」（南山大学監修，中央出版社， 1969)203頁
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補足し合うと言うべきである」 15)。

枇界の大宗教のうちキリスト教ほど多数の分派が生まれ、それが政治的、社会

的な抗争につながった宗教はないと言える。エキュメニズムは、こうした現在分

裂状態にある各教会間の和合をはかり、唯一の聖なる教会を目指すキリスト教の

統一運動である。

近代のエキュメニズム精神の高揚のきっかけは、外国への宣教が盛んになった

19世紀に、赴いた宣教地で各教会の宣教師がそれぞれの立場で福音を説いたため

に混乱が起き、キリスト教そのものに対する不信を招いたことにある。その後 20

世紀に入って、プロテスタント教会のイニシアチブにより、組織的にエキュメニ

ズムが唱えられるようになる。特に第 2次世界大戦後、この運動の具体化として

ジュネープに本部を置く世界教会協議会(WCC)が結成され、これには大音[I分のプ

ロテスタント諸教会のほか東方正教会、非カルケドン派東方諸教会の一音rsも加わ

り、エキュメニズム推進の最有力機関となった16)。

一方、このエキュメニズムは、ロシア正教会においては一意的に理解されてい

ない。

ロシア正教会には、「正教エキュメニズム」と呼ばれる正教を中心に据えた独自

のエキュメニズムがあり、種々の教会が互いに寄り集う上述のエキ _lメニズムと

区別する。そもそも正教会には、教会分裂以前の原始キリスト教団がもっていた

真にして聖なる教会の本質を受け継いでいるのは正教だけであるという教会正統

性論があり、自己の正統性＝全世界性を主張する。そしてこの論理をもとに正教

会は、正教を全世界に普遍させることこそ真のエキュメニズムであり、分離した

各教会が正教会を中心に寄り集まり、正教信仰に依拠した教会の統一を目指さな

ければならないと訴える。正教会は、プロテスタントを中心とする現代のエキュ

メニズムを「新エキュメニズム」あるいは「ジュネープのエキュメニズム」と呼

び、彼らが異教（非キリスト教系の信仰）も含めた種々の教会の統一を目指して

いる点、またその統丁がまったく信仰に根ざしていない機械的なものである点に

おいて批判する。たとえば正教会は、「新エキュメニズム」推進の活動母体である

WEEの会議においては、もっばら人種差別や信教の権利の抑圧といった社会的

側面の問題にのみ目が向けられ、肝心の信仰そのものについてはまったくと言っ

てよいほど協議がなされないことをあげる。

15前掲書， 223-225頁
16「世界宗教大事典」（平凡社） 460頁を参照．
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たしかに、ロシア正教会のモスクワ総主教庁は、 1961年にWEEのメンバーに

加わりプロテスタントを中心とするエキュメニカル運動に同調することとなった

が、しかしそれは当時の正教会上層部の外交的な動きであって、実際には正教会

独自のエキュメニズムが教会内に（特に民族主義的色合の強い在外ロシア教会内

では）広く浸透していると考える。ちなみに、最近、ロシア国内で、現代のエキュ

メニズムを激しく非難する出版物が相次いで刊行されたことや、 93年4月に、ロ

シア正教会の総主教アレクセイ 2世が政府に対して、ロシアにおける外国宗教の

宜教活動の規制を要請したことなどは、示唆に富んだ出来事であろう。

4 メーニのエキュメニズムの特質

アレクサンドル・メーニはキリスト教徒の分裂を、イエス・キリストの意志に

そぐわぬ行為として否定した。キリストの神性に対して同じ信仰をもつ人々の分

裂は、彼には我慢のならないことであった。特に、文化や民族性からくる各教会

間の儀式の相違を目の当たりにして、いたるところで神を冒洸する偽りの儀式が

行われていると嘆いた。彼は、「神や人々への愛と比較して、宗教儀式の型式は二

義的なものである……キリスト教は教会の民族性を、人間の精神とキリストの秘

跡の具体的で個別的な受肉として尊重する。しかしそれによって教会の全世界的・

全人類的性格が覆いつくされるわけではない」 17)と言っている。

E・ラシコフスキーは、メーニの世界観について、「その本質を、キリスト中心

のダイナミックな形而上学として、また、聖書、教会伝説、何世紀にもわたる哲

学および科学思想史の資料の総括を論拠とした形而上学として定義することがで

きる」 18) と指摘している。メーニはキリストを、自然、社会、精神の 3つの世界

の相対的な自立と相互連関における実践上ならびに理念上の中心、つまり人間の

個人また集団的な精神生活の中心と考えた19)。

キリスト教の分裂に深く悲しみながらアレクサンドル・メーニは述べている。

「神に率直で、真に精神的なものと二義的なものを混同してはならない。器は

さまざまでも神は一つなのだから。種々の文化や儀式は器となることはできるけ

れども、キリストは「私はアルファであり、オメガである」と言っている。そし

17MeHh A.(1991), TaM平e.

lS p a!IlKOBC皿 HE., "3a6hITbie Te3HChI: H3 HacJie皿 JIo.AJieKcaH~a MeH且",
Aeqinox C6opHHK naM.HTH o. AJieKcaH叩 aMeHJI, MocKBa, 1991, cTp.204. 

19TaM平e,CTp.204-205. 
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てどんな場合でもこの言葉を放棄することはできない」 20)と。このようなキリス

ト中心主義が、メーニのすべての活動を規定していた。

メーニはキリスト教の中に包括される 2つの面を見いだし、それを統一するこ

とにキリスト教の本質があると考えた。 2つの面とは、彼の表現によれば“上部

と下部”、つまり神性と人性であり、それらを結びあわせるところにキリスト教

の真実があると言う21)。キリスト教は、信仰によって真実を追い求めると同時に

世界（社会）に開かれていなければならないということである。メーニによれば、

福音書の根幹に流れる偉大な真実とは、“内的営み”と“外的営み”、“精神生活”

と“社会への奉仕”の弁証法にあり、この真実は、社会生活における大きなエネル

ギーになるであろうと言う22)。近づきつつある黙示録的な社会、エコロジーの危

機を鋭敏に感じとったメーニは、すべての教会は互いに二義的なドグマや文化の

相違を克服し、世界に閲かれなければならないと考えた。その時にのみ、教会は、

キリストによって与えられた人類救済の可能性を保持し得ると言うのである23)。

メーニは未来の世界教会の在り方を次のように考えた。それは、福音書に従順

で、愛と神への奉仕の精神に満たされた教会の多くが、 1つの組織にまとめられる

ことなく、自由に全世界に散らばっている状態である。メーニが理想としたこのエ

キュメニズムのモデルにおいて、「ジュネープのエキュメニズム」との共通性、ま

た差異を引き出すことが可能である。互いの共通性は、社会への開かれの原則で

あり、この根本的な問題においてメーニのエキュメニズムは、信仰のみに価値を

おく傾向が強い「正教エキュメニズム」とは激しく対立すると言えるだろう。ま

た差異は、未来の世界教会の特質とそこへ至るまでのプロセスにある。メーニは

未来の教会を、まず第...に福音書に従順な教会でなければならないと考えた。し

かし「ジュネープのエキュメニズム」の同調者は未来の教会を、信仰における混

合的性格を帯びたものとみなし、現実化のためにはドグマやカノンの修正も厭わ

ないと主張するのである。

メーニは自己のエキュメニズムを、“下部からのエキュメニズム”あるいは“ペ

ルソナリズム的エキュメニズム "24)と呼び、個に最大の価値をおく人格主義的な

20EpeM皿 A.,TaM平 e,CTp.178. 
21Me皿 A.,"lIBa rroHHMaH皿 XpHCTH碑 CTBa", PyccKaH MbICJib, 4 ceHTH6pH 
1992. 

22TaM平 e.

23EpeM皿 A.,TaM平 e,CTp.181. 
24BacHJieHKO JI. 11.(1991), TaM平 e,CTp.173. 
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精神を通してこの思想を現実化することを考えた。この点に彼のエキュメニズム

の特質および本質がある。彼は自己が理想としたその人格主義的エキュメニズム

の形成において、古代や中世の文化とは質的に異なった新しく生成されつつある

キリスト教文化を展望するのである。

5 おわりに

以上、メーニのエキュメニズムの特徴について若干の紹介を試みた。彼が民族

主義的思潮の優勢なロシア正教会の内部にあって独特の立場に立っていたことは

十分理解される。ペレストロイカ以降の西側との文化的、社会的交流の活発化と市

場経済への移行にともなって社会的弱者の救済が大きな問題となっているが、そ

うした状況のもとで彼の生き方が、単なる宗教問題にとどまらず、社会的に大き

な関心を引いているであろうことは想像に難くない。教会一致の問題は、ロシア

の伝統ともいえる西欧主義対スラプ主義の対立とも無関係ではないと思われるが、

こうした問題については別の機会に検討してみたい。
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